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電
力
先
物
に
中
部
エ
リ
ア
を
追
加

参
加
者
か
ら
の
要
望
高
ま
り
４
月
開
始

東
京
商
品
取
引
所（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

日
本
の
電
力
消
費
量
は
世
界
５
位

に
つ
け
る
ほ
ど
多
消
費
国
で
あ
る

が
、
電
力
先
物
取
引
を
活
用
し
た
割

合
は
11
％
程
度
と
低
く
、
市
場
拡
大

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
い
と
見
ら
れ

て
い
る
。
２
０
２
５
年
の
東
京
商
品

取
引
所
（
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）
の
取
引
高

は
４
５
８
３
Ｇ
Ｗ
時
に
達
す
る
な
ど
、

近
年
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

は
「
中
部
エ
リ
ア
は
地
域
間
連
系
線

の
混
雑
な
ど
を
背
景
に
東
京
と
関
西

エ
リ
ア
と
の
価
格
差
が
生
じ
や
す
い

地
域
。
従
来
、
中
部
エ
リ
ア
の
市
場

参
加
者
は
東
京
と
関
西
の
価
格
を
指

標
に
ヘ
ッ
ジ
し
て
い
た
が
、
独
自
の

価
格
指
標
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の

要
望
が
多
く
あ
っ
た
」。
エ
リ
ア
追

加
の
背
景
を
こ
う
話
す
。
従
前
か
ら

存
在
す
る
「
価
格
差
取
引
（
ス
プ
レ

ッ
ド
取
引
）」
に
「
東
京
―

中
部
」、「
中

部
―

関
西
」
の
組
み
合
わ
せ
も
追
加

と
な
る
。

現
物
と
先
物
の
連
携
サ
ー
ビ
ス 

取
引
の
事
務
作
業
を
簡
略
化

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
と
日
本
電
力
卸
取
引

所
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
は
、
今
年
８
月
を

め
ど
に
現
物
取
引
と
先
物
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
ひ
も
付
け
る
電
力
現
物
先
物
連

携
サ
ー
ビ
ス
「JJ-Link

」
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
化
す
る
。
現

状
の
フ
ェ
ー
ズ
１
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

が
現
物
の
約
定
デ
ー
タ
の
連
携
を
受

け
、
先
物
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
照
合
し
、

合
致
す
る
こ
と
の
確
認
結
果
を
電
力

会
社
へ
返
す
こ
と
で
先
物
と
現
物
の

結
び
つ
き
を
証
明
し
て
い
た
。
フ
ェ

ー
ズ
２
で
は
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
か
ら
Ｊ
Ｅ

Ｐ
Ｘ
へ
の
デ
ー
タ
連
携
に
よ
り
現
物

発
注
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
を
構
築
し

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
化
を
実

現
す
る
。「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
簡

素
化
に
加
え
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
可
視

化
が
進
む
こ
と
で
、
ヘ
ッ
ジ
会
計
が

認
め
ら
れ
や
す
く
な
る
と
見
ら
れ
る
。

紹
介
し
た
事
業
者
か
ら
の
反
応
も

上
々
だ
」
と
山
尾
課
長
は
話
す
。

こ
の
ほ
か
４
月
13
日
か
ら
欧
州
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
取
引
が
活
発
化

す
る
時
間
帯
を
意
識
し
、
夕
方
の
取

引
時
間
を
立
会
内
取
引
は
午
後
４
時

30
分
か
ら
、
立
会
外
取
引
は
午
後
４

時
25
分
か
ら
開
始
に
前
倒
し
す
る
。

ま
た
、
昨
年
５
月
に
は
４
月
〜
翌
年

３
月
の
国
内
事
業
年
度
に
合
わ
せ
た

年
度
物
の
取
引
を
開
始
し
た
。

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
で
は
中
部
エ
リ
ア
の

追
加
、
先
物
と
現
物
の
連
携
サ
ー
ビ

ス
の
高
度
化
、
取
引
時
間
の
調
整
、

年
度
物
の
取
引
開
始
な
ど
、
電
力
先

物
市
場
の
促
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
施
策
に
よ
っ
て
電
力
先
物

市
場
の
厚
み
を
さ
ら
に
持
た
せ
て
行

き
た
い
考
え
だ
。

「先物市場のさらなる活用を」と語る山尾氏

そ
う
し
た
中
、
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
は
電
力
先
物
の
取
引
対
象

と
し
て
、
新
た
に
中
部
エ
リ

ア
を
追
加
し
、
４
月
13
日
に

取
引
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。
東
京
・
関
西
に
続
く
第

三
の
経
済
圏
で
あ
る
中
部
エ

リ
ア
が
開
始
と
な
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
流
動
性
が
高
ま

る
見
込
み
だ
。
総
合
業
務
室

営
業
担
当
の
山
尾
繁
一
課
長



株式会社東京商品取引所 
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問い合わせ先
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電力需給のエリア差により、
JEPX約定価格にエリア間値差が発生

中部エリア
電力先物

4月13日
スタート!

地
域
ご
と
の

価
格
差
リ
ス
ク
に
対
応

ヘッジエリア拡大に期待の声が高まる !

 東京商品取引所社長 石崎 隆
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東京―中部、関西―中部間の値差が発生

連系線 連系線

当社の電力先物市場は、近年市場参加者
が急速に増加しており、昨年の取引高
は前年比5倍超の急成長を遂げました。 
本年4月に中部エリアの上場、8月を目途
に日本卸電力取引所（JEPX）と連携して
先物・現物のワンストップ・サービス等を通
じて、今後も市場の利便性向上に努め、電
力価格の安定化に貢献してまいります。


